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くらしくらべ
　　　3年（　　）組　　名前

3年　社会科

ワークシート

社ｰ●①

むかしのくらし 今のくらし

◎ふたつのイラストを見てよく考えましょう。
1.　新しくふえたものをさがしましょう。

2.　目的は同じだけどすがたを変えたものを〈れい〉にならって書きましょう。

　　〈れい〉　　

3.　わたしたちのべんりなくらしをささえているものは何でしょうか。またもっとも多く使われている
　　エネルギーは何でしょうか。

　　　　 　　と　　 　　と　　 　　もっとも多く使われているエネルギーは　　 　

4.　ふたつのイラストをくらべてみて気付いたことや考えたことを書きましょう。

白熱灯 蛍光灯➡
➡

➡
➡

（イラスト）環境学習絵本e絵本（いい絵本）「eネコ（えねこ）といっしょにくらべよう！　昔と今」



電気はどこから ｰ①
　　　4年（　　）組　　名前

4年　社会科

ワークシート

社ｰ●②

1.　めあて

2.　一日に使うエネルギーは?

3.　まとめ

4.　今日の感想

電気はどこから ｰ ②
　　　4年（　　）組　　名前

4年　社会科

ワークシート

社ｰ●③

1.　めあて

2.　発電方法を調べよう
　　●（ ）発電
　　　　ねん料（ ）をもやして出たじょう気の力でタービンを回して電気を作る

　　●（ ）発電
　　　　ウランを使って出たじょう気の力でタービンを回して電気を作る

　　●（ ）発電
　　　　水を高いとこから落として水車を回して電気を作る

　　●（ ）発電
　　　　太陽の光エネルギーを（ ）に集め電気に変える

　　●（ ）発電
　　　　風の力で（ ）を回し、その回る力を電気に変える

　　●（ ）発電
　　　　火山の（ ）の熱で温められた熱水やじょう気を取り出し、タービンを回して電気を作る

　　●（ ）発電
　　　　木のくずや動物のふん、食品の生ごみなどを利用して電気を作る

▼
　　◎自然の力を利用したエネルギーを（ ）エネルギーという。

3.　まとめ

4.　今日の感想

時間帯 場所 エネルギーを使う物→何のエネルギーを使うか

朝

キッチン

ダイニング・リビング

洗面所・お風呂場

その他

夜

キッチン

ダイニング・リビング

洗面所・お風呂場

その他



1.　めあて

2.　大きな地震が起きたらどんなひがいがあるだろう。

3.　電気・ガス・水道が止まったら…わたしたちの生活はどうなるだろう。

4.　東日本大震災によって、どんなひがいがあったのだろう。

5.　何をそなえておく?

6.　今日の感想

アルミ缶リサイクルは
省エネ優等生
　　　4年（　　）組　　名前

地震からくらしを守る
　　　4年（　　）組　　名前

4年　社会科4年　社会科

ワークシート

社ｰ●⑤
ワークシート

社ｰ●④

1.　資源回収に出したアルミ缶は
　　どうなるのでしょう。

2.　アルミ缶リサイクルのしくみ
　　　　（資料）アルミ缶リサイクル協会

うすい　

にしてアルミ缶にする。

のかたまりにする。

700℃以上の高温で

。

アルミ缶を使う

回収に出す前に

集められたアルミ缶は

へ運ばれる。

3.　アルミ缶のどれくらいがリサイクルされているのでしょう。

4.　アルミ缶をリサイクルすると
　　どれくらい省エネになるのでしょう。

5.　今日の学習の感想

工場でアルミ缶の表面の

　や　

を取り除く

アルミ缶を
リサイクルすると
エネルギーを

　 　％

節約できる。



環境問題と自動車の未来
　　　5年（　　）組　　名前

日本の輸入の特色
　　　5年（　　）組　　名前

5年　社会科5年　社会科

ワークシート

社ｰ●⑦
ワークシート

社ｰ●⑥

今までの車 次世代自動車

種類 ガソリン車 ハイブリッド車 電気自動車 プラグイン
ハイブリッド車

燃料電池車
（水素自動車）

クリーン
ディーゼル車

特徴

ガソリンで
動く車。今
の日本では
一番普及し
ている。

ガソリンと電気
の力で動くが、
電気だけでは動
かすことはでき
ない。

電気で動く車。
充電するには専
用の電気スタン
ドで充電する必
要がある。

基本的に電気で
動き、電気自動
車と同じく電気
スタンドで充電
できるが、充電
が切れたらガソ
リンで動く。

水素を使って動
く。燃料補給は
水素ステーショ
ンが必要だが、
まだ少ない。開
発している会社
が少ない。

軽油を使って動
く。ガソリンに
比べ軽油の方が
値段が安いが車
体はガソリン車
より価格が高い。

燃料
補給場所

ガソリン
スタンド

ガソリン
スタンド

電気スタンド
（スーパーなど）

電気スタンド
（ガソリンスタンド）

水素
ステーション

ガソリン
スタンド

環境性能

走行時に排
気ガス・二
酸化炭素を
排出する。

走行時に排気ガ
ス・二酸化炭素
を少し排出する。

走行時に排気ガ
ス・二酸化炭素
を排出しない。

エンジン走行時
のみ排気ガス・
二酸化炭素を排
出する。

走行時に排気ガ
ス・二酸化炭素
を排出しない。

走行時に排気ガ
ス・二酸化炭素
を少し排出する。

普及率（%）
（2021年） 49.3 42.8 0.88 0.95 0.1 5.96

◎今までの車と次世代自動車

1.　なぜ次世代自動車が開発されたのだろう?

2.　なぜ次世代自動車は、たくさんの人々に使われていないのだろう?

3.　本時の学習を振り返り、自動車の未来について考えましょう。

1.　今の生活を便利にしているものについて考えよう。

2.　エネルギーの輸入先を調べよう。（かがやけみんなのエネルギー P.36）

3.　もし〇〇が起きたら…。〇〇になった…。

4.　今日からわたしができること（省エネ以外で考えてみよう）

便利なもの 材料 動かすエネルギー

（例）テレビ プラスチック、ガラス 電気

エネルギー 主な国名

石油 サウジアラビア、UAE

石炭

天然ガス

輸入ができなくなる原因 どうすればエネルギーが使える

まとめ①

まとめ②



新しい日本、平和な日本へ
　　　6年（　　）組　　名前

世界の未来と日本の役割
　　　6年（　　）組　　名前

6年　社会科6年　社会科

ワークシート

社ｰ●⑨
ワークシート

社ｰ●⑧

1.　めあて 1.　めあて

2.　日本が国際社会復帰を果たすまでの世界の動き 2.　地球温暖化とは

4.　まとめ

4.　地球温暖化を防ぐために

3.　日本国内のようすについて、資料を見てわかったこと

3.　どんなことが起きる?

5.　学習感想

6.　学習感想

5.　まとめ

◎持続可能な開発目標（　 　）17の大きな目標

〇日本

〇世界では

〇その他



いろんなパワーを見つけたね
　　　3年（　　）組　　名前

水蒸気の力って、すごいな!
　　　4年（　　）組　　名前

4年　理　科3年　理　科

ワークシート

理ｰ●②
ワークシート

理ｰ●①

1.　3年生の理科学習で、どんな「パワー」を見つけたかな。

2.　今日の学習でわかったことや感想を書こう。

じしゃくの学習 じしゃくには鉄を引きつけるパワーがある

日なたと日かげの学習

チョウやこん虫の学習

音の学習

日光の学習

風の学習

ゴムの学習

明かり（豆電球）の学習

物の重さの学習

（　　　　　　　　　　　　　　　　）を（　　　　　　　　　）という

1.　キーワード

2.　気付いたこと

水蒸気の力でできることをかんがえよう。



効率的に部屋を温めよう
　　　4年（　　）組　　名前

4年　理　科

ワークシート

理ｰ●③    

1.　エアコンの風向きはどうすればよいだろう。

2.　他にどのような道具を使ったらよいだろう。

上向き（　　　） 下向き（　　　）

〈選んだ理由〉

せんぷう機

20W
（　　　）

電気ストーブ

500W
（　　　）

うちわ

0W
（　　　）

〈選んだ理由〉

モーターを使った製品を探そう
　　　5年（　　）組　　名前

5年　理　科

ワークシート

理ｰ●④

モーターを使った製品

家庭

家庭以外

気付き



物の燃え方と空気の変化
　　　6年（　　）組　　名前

ワークシート

理ｰ●⑤

1.　ろうそく以外のものを燃やしても、空気は変化するのかな。予想や調べる方法を書こう。

2.　実験をして、結果を整理しよう。気付いたことも書こう。

4.　地球温暖化を防ぐ取り組みについて、調べたことを書こう。

3.　地球温暖化について、調べたことを書こう。

5.　自分たちにできることは何かな?考えを書こう。

6年　理　科

電気とわたしたちのくらし ｰ①
　　　6年（　　）組　　名前

6年　理　科

ワークシート

理ｰ●⑥

1.　光電池を使って発電しよう。

2.　単元の目標をつくろう。

わかったこと

実験結果を書こう

光

音

回転

熱

電気を使う電気をつくる



電気とわたしたちのくらし ｰ②
　　　6年（　　）組　　名前

6年　理　科

ワークシート

理ｰ●⑦    

6年　理　科

1.　友達の発表を聞いてよいところを見つけよう。

2.　単元の振り返りをしよう。

1班

2班

3班

4班

5班

6班

7班

8班

未来の地球を守るために
　　　6年（　　）組　　名前

ワークシート

理ｰ●⑧    

◎これまで調べたことを交流して、気付いたことや考えたことを書こう。

環境におよぼす影響 環境を守る工夫

空気・水

エネルギー
資源

食べ物

動物や植物

自分が
できること



ほうれんそうのおひたし
　　　（　　）年（　　）組　　名前

5・6年　家庭科

ワークシート

家ｰ●① 情報をくらべて買い物をしよう
　　　（　　）年（　　）組　　名前

ワークシート

家ｰ●②

5・6年　家庭科

1.　ほうれんそうのおひたしを調理しましょう。

すること ポイント

●ほうれんそうを洗う。
　➡はじめは流水で根もとまで広げて洗う。
　➡次にためた水の中で、ふり洗い。

●なべに湯をわかす（水の量は2ℓ）。
　➡どうすれば、早くふっとうするか。
　・火力
　　① 火力を最大にする。
　　② 火力は強火（なべの底くらい）にする。
　・ふた
　　① ふたをしてふっとうさせる。
　　② ふたを開けてふっとうさせる。

○土をよく落とす。
○ため水だと使う水の量が減る。

○みんなでいっせいに点火してかかる時間の
　ちがいを調べる。
① 火力最大・ふたあり（　　　）分
② 火力最大・ふたなし（　　　）分
③ 火力強火・ふたあり（　　　）分
④ 火力強火・ふたなし（　　　）分

●ふっとうした湯に根もとから入れる。
　➡固い部分からゆでる。
　➡2～ 3分間ゆでる。（色があざやかになる）

●水を張ったボウルにとる。
　➡ゆでじるは、まな板を洗うのに使う。

○先に入れた部分からゆでられるので、
　仕上がり時にはゆで具合が同じになる。
○ゆですぎると色が悪くなる。

●4～5cmに切る。
　➡食べやすい大きさにそろえる。

●器にもって、かつおぶしとしょうゆをかける。
　➡同じ器に同じようにもりつける。

○根は、くきとの境目で切るようにすると、
　捨てる部分が少なくなる

●後片付け
　➡ゆで汁を利用する。
　➡油よごれではないので洗ざいは少しで
　　よい。

○湯を使うと汚れを落としやすくなる。

2.　調理をしてわかったこと

1.　野菜を買うときに、どのようなことに気をつけますか。野菜を買うときに大切にしたいことを書きましょう。

2.　宿題用のノートを買いに
　　行くことになりました。
　　店には、次の5種類が
　　ありました。
　　どのノートを買いますか。

選んだ理由

★買い物をする時に、どのようなことに気をつけることができますか。

①商店街の店…歩いて5分

・10mm方眼
・表紙：動物写真
・60ページ
・120円

④スーパーマーケット
　…バスで5分

・10mm方眼
・表紙：動物写真
・60ページ
・98円

⑤スーパーマーケット
　…バスで5分

・10mm方眼
・表紙：気に入っている
　　　 キャラクター
・60ページ
・120円

②商店街の店…歩いて5分

・10mm方眼
・表紙：動物写真
・60ページ
・120円
・グリーンマークつき

③商店街の店…歩いて5分

・表紙：イラスト
　　　（写真なし）
・1さつ60ページ
・300円（3さつ）
※3さつとも同じ

◎



自然をうまく利用しよう
　　　（　　）年（　　）組　　名前

ワークシート

家ｰ●④

5・6年　家庭科

持続可能な食生活について考えよう
　　　（　　）年（　　）組　　名前

5・6年　家庭科

ワークシート

家ｰ●③

1.　次の品物を情報を
　　もとに購入しましょう。
　　どのようなことに
　　気をつけて買いますか。

じゃがいもの選び方
・皮に傷のないもの
・形がふっくらしているもの
・芽が出ていないもの
・皮が緑色をしていないもの

①　スーパー HANA

・バスで10分
・1袋（M5個）
・北海道産新じゃが
・広告の品
・77円

④　スーパー 桜
・徒歩5分
・ばら売り　L1個
・北海道産新じゃが

・58円

②　スーパー 桜
・徒歩5分
・1袋（Lなど4個）
・長崎産　新じゃが
・有機JAS商品
・298円

⑤　移動販売
・家の前
・サイズ色々　6個
・地元産（販売者栽培）
・今朝ほりたて
・150円

③　スーパー 桜
・徒歩5分
・1袋（M8個）
・長崎産新じゃが
・広告の品
・150円

じゃがいも

1.　冬のよく晴れた昼間、だれもいない家にあなたは帰ってきました。
　　家の人が帰ってくるまで、あなたはどうやって待っていますか？

これまでに学習したことを使って考えてみましょう。

2.　上の方法のうち、電気やガスを使う方法を○で囲んでみましょう。

3.　電気やガスをあまり使わずに、あたたかく過ごせるように工夫してみましょう。

4.　 自分が家で実践できることを考えてみましょう。
　　➡暖

だん

房
ぼう

や冷
れい

房
ぼう

を使っていいよ。自然の力も合わせて使えるともっといいね！

●部屋の温度を上げる ●部屋の温度を保つ

夏でも、電気やガスを
あまり使わずに、すずしく過ごせる

工夫ができるかな？

夏は、
気温が高くなるし、
日差しも強いね。

2.　じゃがいもを買うために考えたことを書いてみましょう。

　　どのような買い方を選んだかを書き、その理由についても説明しましょう。
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う
庫
や
電
子
レ
ン
ジ
→
電
気

ダ
イ
ニ
ン
グ
・
リ
ビ
ン
グ

そ
う
じ
機
→
電
気

エ
ア
コ
ン
→
電
気

テ
レ
ビ
→
電
気

洗
面
所
・
お
風
呂
場

給
湯
器
の
お
湯
→
電
気
・
ガ
ス

そ
の
他

携
帯
電
話
の
充
電
→
電
気

夜

キ
ッ
チ
ン

食
器
を
洗
う
→
電
気
・
ガ
ス
・
水
道

ダ
イ
ニ
ン
グ
・
リ
ビ
ン
グ

ス
ト
ー
ブ
→
石
油
・
ガ
ス
・
電
気

テ
レ
ビ
→
電
気

洗
面
所
・
お
風
呂
場

お
風
呂
→
ガ
ス
・
電
気
・
水
道

そ
の
他

照
明
器
具
→
電
気

パ
ソ
コ
ン
→
電
気

ゲ
ー
ム
→
電
気
　
　
な
ど

電
気
は
ど
こ
か
ら
ｰ
①

　
　
　

4
年
（
　
　
）
組
　
　
名
前

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

社
ｰ●②

4
年
　
社
会
科

4
年
　
社
会
科

1.
　
め
あ
て

　
　
　
身
近
に
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
考
え
よ
う
。

2.
　
一
日
に
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

?

3.
　
ま
と
め

　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
。

4.
　
今
日
の
感
想

　
　
　

　
　
　
家
で
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
　
　
生
活
す
る
中
で
、
電
気
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
こ
と
で
、
生
活
が
便
利
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

   
   

   
な
ど

回
答
例

回
答
例

回
答
例

回
答
例

4
年
　
社
会
科

電
気
は
ど
こ
か
ら
ｰ
②

　
　
　

4
年
（
　
　
）
組
　
　
名
前

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

社
ｰ●③

1.
　
め
あ
て

　
　
　
さ
ま
ざ
ま
な
発
電
方
法
を
調
べ
よ
う
。

2.
　
発
電
方
法
を
調
べ
よ
う

　
　
●
（
　
　
　
火
力
　
　
　
）
発
電

　
　
　
　
ね
ん
料
（
　
天
然
ガ
ス
・
石
油
・
石
炭
　
）
を
も
や
し
て
出
た
じ
ょ
う
気
の
力
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
電
気
を
作
る

　
　
●
（
　
　
原
子
力
　
　
）
発
電

　
　
　
　
ウ
ラ
ン
を
使
っ
て
出
た
じ
ょ
う
気
の
力
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
電
気
を
作
る

　
　
●
（
　
　
　
水
力
　
　
　
）
発
電

　
　
　
　
水
を
高
い
と
こ
か
ら
落
と
し
て
水
車
を
回
し
て
電
気
を
作
る

　
　
●
（
　
　
太
陽
光
　
　
）
発
電

　
　
　
　
太
陽
の
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
（
　
光
電
池
　
）
に
集
め
電
気
に
変
え
る

　
　
●
（
　
　
　
風
力
　
　
　
）
発
電

　
　
　
　
風
の
力
で
（
　
風
車
　
　
）
を
回
し
、
そ
の
回
る
力
を
電
気
に
変
え
る

　
　
●
（
　
　
　
地
熱
　
　
　
）
発
電

　
　
　
　
火
山
の
（
　
マ
グ
マ
　
）
の
熱
で
温
め
ら
れ
た
熱
水
や
じ
ょ
う
気
を
取
り
出
し
、
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
電
気
を
作
る

　
　
●
（
　
バ
イ
オ
マ
ス
　
）
発
電

　
　
　
　
木
の
く
ず
や
動
物
の
ふ
ん
、
食
品
の
生
ご
み
な
ど
を
利
用
し
て
電
気
を
作
る

▼
　
　
◎
自
然
の
力
を
利
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
（
　
　
さ
い
生
か
の
う
　
　
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
。

3.
　
ま
と
め

　
　
　
・
発
電
の
方
法
は
た
く
さ
ん
あ
る

　
　
　
・
そ
れ
ぞ
れ
に
良
さ
と
問
題
点
が
あ
る

4.
　
今
日
の
感
想

　
　
　
・
た
く
さ
ん
の
発
電
方
法
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
　
　
・
発
電
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
れ
ど
、
ど
れ
も
よ
い
点
問
題
点
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
　
　
・
発
電
方
法
の
良
さ
を
組
み
合
わ
せ
て
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
決
め
て
い
け
ば
よ
い
と
思
っ
た
。

　
　
　
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
は
海
外
か
ら
ゆ
入
し
て
い
る
か
ら
、
大
切
に
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
。
　
な
ど

く
ら
し
く
ら
べ

　
　
　

3
年
（
　
　
）
組
　
　
名
前

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

社
ｰ●①

む
か
し
の
く
ら
し

今
の
く
ら
し

◎
ふ
た
つ
の
イ
ラ
ス
ト
を
見
て
よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
。

1.
　
新
し
く
ふ
え
た
も
の
を
さ
が
し
ま
し
ょ
う
。

2.
　
目
的
は
同
じ
だ
け
ど
す
が
た
を
変
え
た
も
の
を
〈
れ
い
〉
に
な
ら
っ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

　
　〈
れ
い
〉　
　

3.
　
わ
た
し
た
ち
の
べ
ん
り
な
く
ら
し
を
さ
さ
え
て
い
る
も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
も
っ
と
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る

　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
電
気
　
　
と
　
　
ガ
ス
　
　
と
　
　
水
道
　
　
も
っ
と
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
　
　
電
気
　

4.
　
ふ
た
つ
の
イ
ラ
ス
ト
を
く
ら
べ
て
み
て
気
付
い
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

白
熱
灯

蛍
光
灯

➡
ガ
ス
コ
ン
ロ
、七
輪

IH
コ
ン
ロ

➡
井
戸

水
道

➡
や
か
ん

電
気
ポ
ッ
ト

➡

使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
変
わ
る
こ
と
で
、
家
事
に
か
か
る
時
間
と
労
力
が
軽
減
す
る
こ
と
や
、
新
た
な
製
品
が
増
え

て
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
せ
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
製
品
の
多
く
が
電
気
エ
ネ
ル
ギ
－
を
使
用
し
て
い
る

こ
と
を
お
さ
え
て
お
き
た
い
。

電
子
レ
ン
ジ
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、
エ
ア
コ
ン
　
な
ど

（
イ
ラ
ス
ト
）
環
境
学
習
絵
本

e
絵
本（
い
い
絵
本
）「

e
ネ
コ
（
え
ね
こ
）
と
い
っ
し
ょ
に
く
ら
べ
よ
う
！
　
昔
と
今
」



地
震
か
ら
く
ら
し
を
守
る

　
　
　

4
年
（
　
　
）
組
　
　
名
前

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

社
ｰ●⑤

4
年
　
社
会
科

5
年
　
社
会
科

1.
　
め
あ
て

　
　
　
大
き
な
地
震
が
起
き
た
ら
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
え
い
き
ょ
う
が
あ
る
か
考
え
よ
う
。

2.
　
大
き
な
地
震
が
起
き
た
ら
ど
ん
な
ひ
が
い
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
道
路
に
ひ
び
が
入
る
。
車
が
走
れ
な
く
な
る
。
津
波
が
来
る
。
土
砂
崩
れ
が
起
き
る
。
建
物
が
こ
わ
れ
る
。

　
　
　
物
が
落
ち
て
く
る
。
家
具
が
た
お
れ
る
。
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
が
止
ま
る
。
　
な
ど

3.
　
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
が
止
ま
っ
た
ら
…
わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
・
電
気
…
夜
は
暗
い
。
テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
な
い
。
携
帯
の
充
電
が
で
き
な
い
。
　
な
ど

　
　
　
・
ガ
ス
…
お
湯
が
沸
か
せ
な
い
。
お
風
呂
に
入
れ
な
い
。
温
か
い
料
理
が
作
れ
な
い
　
な
ど

　
　
　
・
水
道
…
水
が
出
な
い
。
ト
イ
レ
が
で
き
な
い
。
生
き
て
い
け
な
い
。
　
な
ど

4.
　
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
ひ
が
い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
　
　
・
東
北
地
方
の
約

46
6
万
世
帯
、
関
東
地
方
の
約

40
5
万
世
帯
で
停
電
。

　
　
　
・
全
て
の
地
域
に
電
気
が
送
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で

3
か
月
か
か
っ
た
。

　
　
　
・
た
く
さ
ん
の
人
々
が
復
旧
に
か
か
わ
っ
た
。

5.
　
何
を
そ
な
え
て
お
く

?

　
　
　
・
電
気
…
手
回
し
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
乾
電
池
　
な
ど

　
　
　
・
ガ
ス
…
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
　
な
ど

　
　
　
・
水
道
…
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
、
携
帯
ト
イ
レ
　
な
ど

6.
　
今
日
の
感
想

　
　
　
・
地
震
が
起
き
る
と
、
た
く
さ
ん
の
被
害
が
出
る
。

　
　
　
・
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
が
止
ま
る
と
、
生
活
が
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
　
　
・
電
気
を
復
旧
す
る
た
め
に
た
く
さ
ん
の
人
々
が
働
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
　
な
ど

5
年
　
社
会
科

6
年
　
社
会
科

新
し
い
日
本
、
平
和
な
日
本
へ

　
　
　

6
年
（
　
　
）
組
　
　
名
前

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

社
ｰ●⑧

1.
　
め
あ
て

2.
　
日
本
が
国
際
社
会
復
帰
を
果
た
す
ま
で
の
世
界
の
動
き

4.
　
ま
と
め

3.
　
日
本
国
内
の
よ
う
す
に
つ
い
て
、
資
料
を
見
て
わ
か
っ
た
こ
と

5.
　
学
習
感
想

戦
後
の
日
本
は
ど
の
よ
う
に
し
て
成
長
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

・
国
際
社
会
の
平
和
を
守
る
た
め
、
国
際
連
合
が
つ
く
ら
れ
た
。

・
ア
ジ
ア
の
国
々
が
独
立
し
た
。

・
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
の
対
立
が
深
ま
っ
た
。
→
朝
鮮
戦
争
が
起
き
た
。

・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
で
日
本
は

48
か
国
と
平
和
条
約
を
結
ん
だ
。

・
ア
メ
リ
カ
が
水
爆
実
験
を
行
っ
た
。

・
日
本
は
国
際
連
合
へ
の
加
盟
が
認
め
ら
れ
た
。

・
19

50
年
こ
ろ
に
石
油
が
た
く
さ
ん
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
石
炭
に
変
わ
り
石
油
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
役
に
な
っ
て
い
っ
た
。

・
石
油
の
利
用
が
、
日
本
の
高
度
経
済
成
長
を
支
え
た
。

・
便
利
な
家
庭
用
電
気
製
品
が
広
ま
り
、
人
々
の
生
活
は
豊
か
に
な
っ
た
。

・「
三
種
の
神
器
」
…
テ
レ
ビ
、
電
気
冷
蔵
庫
、
電
気
洗
濯
機

・
都
会
の
工
場
に
集
団
で
就
職
す
る
「
金
の
卵
」
→
国
民
の
努
力
に
よ
っ
て
日
本
の
復
興
は
支
え
ら
れ
た

・
国
際
社
会
に
復
帰
し
た
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
の
協
力
や
国
民
の
努
力
に
よ
っ
て
経
済
の
発
展
を
と
げ
、

　人
々
の
く
ら
し
は
豊
か
に
な
っ
た
。

・
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
が
、
ア
メ
リ
カ
の
協
力
と
人
々
の
努
力
に
よ
っ
て
発
展
し
て
い
っ
た
こ
と
が

　わ
か
っ
た
。

・
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ
た
後
も
、
戦
争
や
核
実
験
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
役
が
石
炭
か
ら
石
油
に
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
日
本
の
高
度
経
済
成
長
が
進
ん
で
い
っ
た
こ
と
が

　わ
か
っ
た
。

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
化
の
歴
史
を
も
っ
と
調
べ
て
、
こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た
歴
史
の
学
習
と
結
び
付
け
て
考
え
て

　み
た
い
。

回
答
例

回
答
例

回
答
例

回
答
例

環
境
問
題
と
自
動
車
の
未
来

　
　
　

5
年
（
　
　
）
組
　
　
名
前

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

社
ｰ●⑥

今
ま
で
の
車

次
世
代
自
動
車

種
類

ガ
ソ
リ
ン
車

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

電
気
自
動
車

プ
ラ
グ
イ
ン

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

燃
料
電
池
車

（
水
素
自
動
車
）

ク
リ
ー
ン

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

特
徴

ガ
ソ
リ
ン
で

動
く
車
。
今

の
日
本
で
は

一
番
普
及
し

て
い
る
。

ガ
ソ
リ
ン
と
電
気

の
力
で
動
く
が
、

電
気
だ
け
で
は
動

か
す
こ
と
は
で
き

な
い
。

電
気
で
動
く
車
。

充
電
す
る
に
は
専

用
の
電
気
ス
タ
ン

ド
で
充
電
す
る
必

要
が
あ
る
。

基
本
的
に
電
気
で

動
き
、
電
気
自
動

車
と
同
じ
く
電
気

ス
タ
ン
ド
で
充
電

で
き
る
が
、
充
電

が
切
れ
た
ら
ガ
ソ

リ
ン
で
動
く
。

水
素
を
使
っ
て
動

く
。
燃
料
補
給
は

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要
だ
が
、

ま
だ
少
な
い
。
開

発
し
て
い
る
会
社

が
少
な
い
。

軽
油
を
使
っ
て
動

く
。
ガ
ソ
リ
ン
に

比
べ
軽
油
の
方
が

値
段
が
安
い
が
車

体
は
ガ
ソ
リ
ン
車

よ
り
価
格
が
高
い
。

燃
料

補
給
場
所

ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド

ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド

電
気
ス
タ
ン
ド

（
ス
ー
パ
ー
な
ど
）

電
気
ス
タ
ン
ド

（
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
）

水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド

環
境
性
能

走
行
時
に
排

気
ガ
ス
・
二

酸
化
炭
素
を

排
出
す
る
。

走
行
時
に
排
気
ガ

ス
・
二
酸
化
炭
素

を
少
し
排
出
す
る
。

走
行
時
に
排
気
ガ

ス
・
二
酸
化
炭
素

を
排
出
し
な
い
。

エ
ン
ジ
ン
走
行
時

の
み
排
気
ガ
ス
・

二
酸
化
炭
素
を
排

出
す
る
。

走
行
時
に
排
気
ガ

ス
・
二
酸
化
炭
素

を
排
出
し
な
い
。

走
行
時
に
排
気
ガ

ス
・
二
酸
化
炭
素

を
少
し
排
出
す
る
。

普
及
率（

%
）

（
20

21
年
）

49
.3

42
.8

0.
88

0.
95

0.
1

5.
96

◎
今
ま
で
の
車
と
次
世
代
自
動
車

1.
　
な
ぜ
次
世
代
自
動
車
が
開
発
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

?

2.
　
な
ぜ
次
世
代
自
動
車
は
、
た
く
さ
ん
の
人
々
に
使
わ
れ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う

?

3.
　
本
時
の
学
習
を
振
り
返
り
、
自
動
車
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

・
ガ
ソ
リ
ン
を
使
い
す
ぎ
る
と
，
ガ
ソ
リ
ン
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
，
節
約
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
。

・
排
気
ガ
ス
が
原
因
で
地
球
温
暖
化
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
。

・
空
気
が
汚
れ
て
，
喘
息
に
な
る
な
ど
健
康
被
害
が
出
る
か
ら
。

・
酸
性
雨
の
原
因
と
な
り
，
植
物
が
枯
れ
る
な
ど
の
被
害
が
出
る
か
ら
。

・
次
世
代
自
動
車
の
値
段
が
高
い
か
ら
。（
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
の
方
が
安
い
）

・
ガ
ソ
リ
ン
に
比
べ
て
，
燃
料
を
補
給
す
る
場
所
が
少
な
い
。（
電
気
自
動
車
・
燃
料
電
池
車
な
ど
）

・
も
っ
と
安
く
て
環
境
に
優
し
い
新
自
動
車
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

・
た
く
さ
ん
の
人
が
環
境
に
つ
い
て
の
意
識
し
て
も
ら
い
買
う
よ
う
に
す
る
。

・
エ
コ
カ
ー
減
税
と
い
う
よ
う
に
買
っ
た
人
が
得
を
す
る
よ
う
な
法
律
を
作
る
。

・
た
く
さ
ん
作
る
こ
と
で
，
作
る
の
に
か
か
る
値
段
を
安
く
す
る
。

・
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
あ
る
充
電
ス
タ
ン
ド
を
も
っ
と
増
や
す
。

・
充
電
代
金
を
タ
ダ
に
す
る
。

日
本
の
輸
入
の
特
色

　
　
　

5
年
（
　
　
）
組
　
　
名
前

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

社
ｰ●⑦ ・
勉
強
を
し
っ
か
り
す
る
。

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
に
関
心
を
持
つ
。

・
外
国
と
仲
良
く
す
る
。

・
親
と
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

1.
　
今
の
生
活
を
便
利
に
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

2.
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸
入
先
を
調
べ
よ
う
。（
か
が
や
け
み
ん
な
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

P.
36
）

3.
　
も
し
〇
〇
が
起
き
た
ら
…
。
〇
〇
に
な
っ
た
…
。

4.
　
今
日
か
ら
わ
た
し
が
で
き
る
こ
と
（
省
エ
ネ
以
外
で
考
え
て
み
よ
う
）

便
利
な
も
の

材
料

動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
例
）
テ
レ
ビ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ガ
ラ
ス

電
気

ガ
ス
コ
ン
ロ

鉄
 プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ガ
ス

車
鉄

 プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ガ
ソ
リ
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー

主
な
国
名

石
油

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、

U
A

E

石
炭

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ロ
シ
ア

天
然
ガ
ス

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
カ
タ
ー
ル
、

ロ
シ
ア

輸
入
が
で
き
な
く
な
る
原
因

ど
う
す
れ
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
え
る

戦
争

外
交
・
別
の
輸
入
先

資
源
が
な
く
な
る

別
の
資
源
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

台
風
な
ど
自
然
現
象

備
蓄
、
設
備
強
化

ま
と
め
①

輸
入
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、

日
本
の
社
会
は
支
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
と
め
②

こ
れ
か
ら
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
続
け
る
た
め
に
は
、
外
交
、
輸
入
先
、
備
蓄
、
お
金
、
新
技
術
な
ど
を

考
え
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。



世
界
の
未
来
と
日
本
の
役
割

　
　
　

6
年
（
　
　
）
組
　
　
名
前

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

社
ｰ●⑨

1.
　
め
あ
て

2.
　
地
球
温
暖
化
と
は

4.
　
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に

3.
　
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
る

?

6.
　
学
習
感
想

5.
　
ま
と
め

◎
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
　

S
D

G
s　
）

17
の
大
き
な
目
標

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
日
本
や
世
界
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る
か
考
え
よ
う
。

・
地
球
全
体
の
平
均
気
温
が
上
が
っ
て
い
く
こ
と
。

・
温
暖
化
が
進
む
と
、
世
界
中
の
環
境
や
く
ら
し
に
影
響
が
出
る
。

・
わ
た
し
た
ち
が
毎
日
使
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
温
暖
化
に
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
。

・
海
面
の
上
昇
・
生
態
系
へ
の
影
響

・
健
康
被
害
・
異
常
気
象
の
増
加
・
農
作
物
へ
の
影
響

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
世
界
の
国
々
や
わ
た
し
た
ち
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

・
今
日
学
ん
だ

S
D

G
s
の
目
標
を
も
っ
と
詳
し
く
調
べ
て
、
自
分
に
も
で
き
る
こ
と
を
考
え
た
い
。

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
を
少
し
で
も
減
ら
せ
る
よ
う
、
自
分
の
生
活
を
見
直
し
た
い
。

・
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
世
界
中
が
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
　
　
な
ど

〇
日
本

・
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
減
ら
す

・
発
電
す
る
と
き
に
二
酸
化
炭
素
を
出
さ
な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的
に
使
う
技
術
を
取
り
入
れ
る
取
り
組
み

〇
世
界
で
は

・
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
（

C
O

P
21
）
で
、

20
20
年
以
降
の
対
策
を
取
り
決
め
た

〇
そ
の
他

・
地
域
や
企
業
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

6
年
　
社
会
科

4
年
　
理
　
科

い
ろ
ん
な
パ
ワ
ー
を
見
つ
け
た
ね

　
　
　

3
年
（
　
　
）
組
　
　
名
前

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

理
ｰ●①

1.
　

3
年
生
の
理
科
学
習
で
、
ど
ん
な
「
パ
ワ
ー
」
を
見
つ
け
た
か
な
。

2.
　
今
日
の
学
習
で
わ
か
っ
た
こ
と
や
感
想
を
書
こ
う
。

じ
し
ゃ
く
の
学
習

じ
し
ゃ
く
に
は
鉄
を
引
き
つ
け
る
パ
ワ
ー
が
あ
る

日
な
た
と
日
か
げ
の
学
習

・
太
陽
は
、
地
面
を
温
め
る
パ
ワ
ー
が
あ
る
。

・
太
陽
は
、
地
面
を
明
る
く
す
る
パ
ワ
ー
が
あ
る
。

チ
ョ
ウ
や
こ
ん
虫
の
学
習

・
バ
ッ
タ
に
は
ジ
ャ
ン
プ
す
る
パ
ワ
ー
が
あ
る
。

・
チ
ョ
ウ
に
は
、
は
ね
を
は
ば
た
か
せ
て
と
ぶ
パ
ワ
ー
が
あ
る
。

音
の
学
習

・
音
に
は
、
も
の
を
ふ
る
わ
せ
る
パ
ワ
ー
が
あ
る
。

日
光
の
学
習

・
日
光
を
集
め
る
と
、
か
べ
を
明
る
く
、
熱
く
す
る
パ
ワ
ー
が
あ
る
。

風
の
学
習

・
風
に
は
、
車
を
走
ら
せ
る
パ
ワ
ー
が
あ
る
。

ゴ
ム
の
学
習

・
ゴ
ム
に
は
、
車
を
走
ら
せ
る
パ
ワ
ー
が
あ
る
。

明
か
り
（
豆
電
球
）
の
学
習
・
か
ん
電
池
に
は
、
豆
電
球
を
光
ら
せ
る
パ
ワ
ー
が
あ
る
。

物
の
重
さ
の
学
習

・
人
間
に
は
、
ね
ん
土
の
形
を
変
え
る
パ
ワ
ー
が
あ
る
。

（
　
　
　
　
　
仕
事
を
す
る
力
　
　
　
　
　
）
を
（
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
　
　
）
と
い
う

B
評
価
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
何
か
を
理
解
し
た
旨
の
記
述
が
で
き
て
い
る
。

A
評
価
：
身
の
回
り
の
事
象
を
、
仕
事
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
視
点
で
捉
え
、
具
体
的
に
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

3
年
　
理
　
科

4
年
　
理
　
科

水
蒸
気
の
力
っ
て
、
す
ご
い
な

!
　
　
　

4
年
（
　
　
）
組
　
　
名
前

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

理
ｰ●②

1.
　
キ
ー
ワ
ー
ド

2.
　
気
付
い
た
こ
と

水
蒸
気
の
力
で
で
き
る
こ
と
を
か
ん
が
え
よ
う
。

・
水
蒸
気
は
見
え
な
い
か
ら
利
用
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
水
蒸
気
を
利
用
し
た
便
利
な
も
の
は

　作
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
な
と
思
っ
た
。

・
水
蒸
気
の
力
は
、
電
気
を
作
る
の
に
も
必
要
な
も
の
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

・
水
蒸
気
の
力
は
、
電
気
の
力
に
変
わ
り
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

押
し
出
す

効
率
的
に
部
屋
を
温
め
よ
う

　
　
　

4
年
（
　
　
）
組
　
　
名
前

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

理
ｰ●③

    

1.
　
エ
ア
コ
ン
の
風
向
き
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
。

2.
　
他
に
ど
の
よ
う
な
道
具
を
使
っ
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
。

上
向
き
（
　
　
　
）

下
向
き
（
　
〇
　
）

〈
選
ん
だ
理
由
〉

温
か
い
空
気
は
上
に
上
が
っ
て
い
く
の
で
、
下
に
風
を
送
る
こ
と
で
、
そ
の
空
気
が
自
然
に
上
に
上
が
り
、
部
屋
全

体
の
空
気
が
温
ま
り
や
す
い
と
思
う
か
ら
。

せ
ん
ぷ
う
機

20
W

（
　
〇
　
）

電
気
ス
ト
ー
ブ

50
0W

（
　
　
　
）

う
ち
わ

0W
（
　
　
　
）

〈
選
ん
だ
理
由
〉

B
評
価
：「
電
気
ス
ト
ー
ブ
で
さ
ら
に
暑
く
す
れ
ば
い
い
か
ら
」
な
ど
、
選
ん
だ
理
由
を
書
い
て
い
る
。

A
評
価
：「
空
気
を
動
か
す
こ
と
で
早
く
温
ま
り
、
電
気
使
用
量
も
小
さ
い
か
ら
」
な
ど
、
空
気
の
動
き
や

　
　
　
　
　電
気
使
用
量
に
着
目
し
て
理
由
を
か
い
て
い
る
。

回
答
例

回
答
例

回
答
例

回
答
例



モ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
製
品
を
探
そ
う

　
　
　

5
年
（
　
　
）
組
　
　
名
前

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

理
ｰ●④

モ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
製
品

家
庭

○
扇
風
機
（
羽
根
の
回
転
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
エ
ア
コ
ン
（
送
風
）

○
洗
濯
機
（
ド
ラ
ム
の
回
転
）　
　
　
　
　
　
　
　
○
電
気
自
動
車
（
タ
イ
ヤ
の
回
転
）

○
C

D
プ
レ
ー
ヤ
ー
（

C
D
の
回
転
な
ど
）　
　
　
　○
冷
蔵
庫
（
冷
気
の
送
風
）

○
プ
リ
ン
タ
ー
（
紙
送
り
、
印
字
…
）　
　
　
　
　
○

P
C
（

H
D

D
の
回
転
、
放
熱
フ
ァ
ン
）

○
D

V
D
（

D
V

D
の
回
転
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
掃
除
機
（
吸
引
）

○
電
子
レ
ン
ジ
（
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
の
回
転
）　
　
○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
振
動
）

○
電
動
車
い
す
（
タ
イ
ヤ
の
回
転
）　
　
　
　
　
　
○
ミ
キ
サ
ー
（
刃
の
回
転
）
…

家
庭
以
外

○
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
（
上
下
移
動
）

○
観
覧
車
（
観
覧
車
の
回
転
）

○
カ
ー
ト
（
タ
イ
ヤ
の
回
転
）

○
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
か
ご
の
上
下
移
動
））

○
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
（
ス
テ
ッ
プ
の
回
転
）

○
印
刷
機
（
紙
送
り
）

○
電
車
（
車
輪
の
回
転
）

○
工
場
の
昇
降
機
（
荷
物
の
上
下
移
動
）

○
コ
ピ
ー
機
（
紙
送
り
）

○
発
電
所
（
タ
ー
ビ
ン
の
回
転
）
…

気
付
き

 ・
モ
ー
タ
ー
が
使
わ
れ
て
い
る
製
品
が
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
い
る
。

 ・
も
し
停
電
で
電
気
が
来
な
か
っ
た
ら
、
動
か
な
い
生
活
用
品
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

 ・
こ
れ
だ
け
多
く
の
モ
ー
タ
ー
を
動
か
す
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
電
気
が
使
わ
れ
て
い
る
。

5
年
　
理
　
科

6
年
　
理
　
科

6
年
　
理
　
科

電
気
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
ｰ②

　
　
　

6
年
（
　
　
）
組
　
　
名
前

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

理
ｰ●⑦

    

1.
　
友
達
の
発
表
を
聞
い
て
よ
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
よ
う
。

2.
　
単
元
の
振
り
返
り
を
し
よ
う
。

1
班

（
例
）
二
つ
の
セ
ン
サ
ー
を
使
っ
て
い
て
、
条
件
に
な
ら
な
け
れ
ば
点
灯
し
な
い
こ
と
が
、

　
　
　電
気
を
む
だ
な
く
使
っ
て
い
て
い
い
ね

!

2
班

防
犯
の
し
く
み
も
あ
っ
て
、
実
際
に
あ
っ
た
ら
ほ
し
い
と
思
っ
た
。

3
班

テ
ー
マ
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
具
体
的
に
な
っ
て
い
て
、
よ
か
っ
た
。

4
班

カ
ウ
ン
ト
機
能
を
使
っ
て
い
て
、
む
だ
を
な
く
す
工
夫
が
あ
っ
た
か
ら
、
い
い
な
と
思
っ
た
。

5
班

動
き
セ
ン
サ
ー
を
ド
ア
に
付
け
た
と
こ
ろ
が
、
工
夫
し
て
い
た
。

6
班

出
る
と
き
と
入
る
と
き
で
、
設
定
を
変
え
て
い
た
と
こ
ろ
が
、
実
用
的
だ
な
と
思
っ
た
。

7
班

手
動
で
ラ
イ
ト
を
消
せ
る
設
定
が
、
少
し
の
電
気
も
む
だ
に
し
な
い
感
じ
が
し
て
よ
い
と
思
っ
た
。

8
班

実
際
に
靴
を
脱
ぐ
の
に
か
か
る
時
間
を
測
定
し
て
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
取
り
入
れ
て
い
た
と
こ
ろ
が
、

す
ご
い
と
思
っ
た
。

（
例
）

 ・
こ
れ
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
使
っ
て
電
気
を
む
だ
な
く
活
用
す
る
方
法
が
わ
か
っ
た
。

 ・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
す
れ
ば
、
節
電
す
る
だ
け
で
な
く
、
く
ら
し
を
便
利
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
が

　
わ
か
っ
た
。

 ・
み
ん
な
の
工
夫
が
す
ご
い
と
お
も
っ
た
。
自
分
で
も
取
り
入
れ
て
み
た
い
。

 ・
科
学
の
力
を
使
っ
た
節
電
は
、
楽
し
い
し
生
活
に
役
立
つ
と
感
じ
た
。
　
な
ど

6
年
　
理
　
科

回
答
例

回
答
例

回
答
例

回
答
例

物
の
燃
え
方
と
空
気
の
変
化

　
　
　

6
年
（
　
　
）
組
　
　
名
前

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

理
ｰ●⑤

    

1.
　
ろ
う
そ
く
以
外
の
も
の
を
燃
や
し
て
も
、
空
気
は
変
化
す
る
の
か
な
。
予
想
や
調
べ
る
方
法
を
書
こ
う
。

（
例
）・
同
じ
よ
う
に
、
酸
素
の
一
部
が
使
わ
れ
て
、
二
酸
化
炭
素
が
で
き
る
と
思
う
。

・
物
に
よ
っ
て
、
違
う
か
も
し
れ
な
い
。
　
な
ど

・
石
灰
水
、
気
体
検
知
管
。
　
な
ど

2.
　
実
験
を
し
て
、
結
果
を
整
理
し
よ
う
。
気
付
い
た
こ
と
も
書
こ
う
。

（
例
）
燃
や
し
た
も
の
：
紙

結
果
：
・
石
灰
水
が
白
く
濁
っ
た
か
ら
、
二
酸
化
炭
素
が
で
き
て
い
る
。

　
　
　
・
気
体
検
知
管
で
調
べ
た
ら
、
酸
素
が

19
%
、
二
酸
化
炭
素
が

5%
だ
っ
た
。
ろ
う
そ
く
と
同
じ
よ
う
に

　
　
　
　
変
化
し
た
。

　
　
　
・
二
酸
化
炭
素
は
環
境
に
悪
い
と
い
う
け
ど
、
物
を
燃
や
し
続
け
た
ら
大
変
な
の
で
は
な
い
か
な
。

　
　
　
・
火
力
発
電
は
、
た
く
さ
ん
の
二
酸
化
炭
素
が
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。

4.
　
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
調
べ
た
こ
と
を
書
こ
う
。

（
例
）・
世
界
で
は
、「
パ
リ
協
定
」
を
結
ん
で
、
二
酸
化
炭
素
排
出
の
減
少
を
目
指
し
て
い
る
。

・
日
本
で
は
、
火
力
発
電
の
割
合
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
や
電
気
自
動
車
な
ど
の
開
発
も
さ
れ
て
い
る
。

3.
　
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
、
調
べ
た
こ
と
を
書
こ
う
。

（
例
）・
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
原
因
で
起
こ
る
。

・
氷
が
と
け
て
海
水
面
が
上
昇
す
る
。

・
地
球
の
気
温
が
上
昇
す
る
か
ら
、
生
態
系
に
影
響
が
あ
る
。
異
常
気
象
も
そ
の
せ
い
か
も
し
れ
な
い
。

・
健
康
に
も
悪
影
響
が
あ
る
。
農
作
物
へ
の
被
害
も
考
え
ら
れ
る
。

5.
　
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
な

?
考
え
を
書
こ
う
。

（
例
）・
電
気
を
使
う
量
を
減
ら
す
こ
と
が
大
切
。

・
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
電
気
製
品
を
使
う
。

・
マ
イ
バ
ッ
グ
や
ク
ー
ル
ビ
ズ
で
、
む
だ
を
な
く
す
。

・
冬
は
暖
房
の
あ
る
部
屋
に
集
ま
る
な
ど
の
工
夫
が
で
き
そ
う
。

（
例
）

 ・
電
気
を
お
得
に
使
お
う

 ・
電
気
を
む
だ
な
く
活
用
し
よ
う

 ・
目
指
せ

!　
節
電

M
A

X
 ・
電
気
を
む
だ
な
く
豊
か
な
生
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
な
ど

電
気
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
ｰ①

　
　
　

6
年
（
　
　
）
組
　
　
名
前

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

理
ｰ●⑥

1.
　
光
電
池
を
使
っ
て
発
電
し
よ
う
。

2.
　
単
元
の
目
標
を
つ
く
ろ
う
。

わ
か
っ
た
こ
と

実
験
結
果
を
書
こ
う

光 音 回
転 熱

（
例
）・
太
陽
に
向
け
る
と

　
　
　
働
き
が
大
き
く
な
る

 ・
直
列
に
つ
な
ぐ
と
強
く
な
る

 ・
並
列
で
も
強
く
な
る

 ・
光
を
さ
え
ぎ
る
と
止
ま
る

電
気
を
使
う

（
例
）
・

1
枚
だ
と
つ
か
な
い

 ・
何
枚
も
つ
な
げ
た
ら
弱
く

　
つ
く

 ・
回
る

 ・
光
の
当
て
方
に
よ
っ
て
回
る

　
速
さ
が
変
わ
る

 ・
音
が
鳴
る

 ・
光
に
た
く
さ
ん
当
て
た
ら

　
早
く
鳴
る

 ・
熱
く
な
ら
な
い

 ・
何
枚
つ
な
げ
て
も
無
理

電
気
を
つ
く
る



持続
可能

な食
生活

につ
いて

考え
よう

　
　
　（
　
　
）
年
（
　
　
）
組
　
　
名
前

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

家
ｰ●③

1.
　
次
の
品
物
を
情
報
を

　
　
も
と
に
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

　
　
気
を
つ
け
て
買
い
ま
す
か
。

2.
　
じ
ゃ
が
い
も
を
買
う
た
め
に
考
え
た
こ
と
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

じ
ゃ
が
い
も
の
選
び
方

・
皮
に
傷
の
な
い
も
の

・
形
が
ふ
っ
く
ら
し
て
い
る
も
の

・
芽
が
出
て
い
な
い
も
の

・
皮
が
緑
色
を
し
て
い
な
い
も
の

①
　
スー
パー

 H
AN

A

・
バ
ス
で

10
分

・
1
袋（

M
5
個
）

・
北
海
道
産
新
じ
ゃ
が

・
広
告
の
品

・
77
円

④
　
ス
ー
パ
ー

 桜
・
徒
歩

5
分

・
ば
ら
売
り
　

L1
個

・
北
海
道
産
新
じ
ゃ
が

・
58
円

②
　
ス
ー
パ
ー

 桜
・
徒
歩

5
分

・
1
袋（

L
な
ど

4
個
）

・
長
崎
産
　
新
じ
ゃ
が

・
有
機

JA
S
商
品

・
29

8
円

⑤
　
移
動
販
売

・
家
の
前

・
サ
イ
ズ
色
々
　

6
個

・
地
元
産（
販
売
者
栽
培
）

・
今
朝
ほ
り
た
て

・
15

0
円

③
　
ス
ー
パ
ー

 桜
・
徒
歩

5
分

・
1
袋（

M
8
個
）

・
長
崎
産
新
じ
ゃ
が

・
広
告
の
品

・
15

0
円

③
の

15
0
円
の
じ
ゃ
が
い
も

　
理
由
：
新
じ
ゃ
が
で
、
広
告
の
品
だ
か
ら
、
安
い
と
思
っ
た
。
で
も
、
８
個
は
多
い
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、

　
　
　
　
と
な
り
の
班
と
い
っ
し
ょ
に
買
う
か
も
し
れ
な
い
。

⑤
の

15
0
円
の
じ
ゃ
が
い
も

　
理
由
：
朝
に
ほ
っ
た
ば
か
り
で
絶
対
に
新
せ
ん
だ
か
ら
。
家
の
前
に
来
て
く
れ
る
か
ら
買
い
に
い
か
な
く
て
も

　
　
　
　
い
い
。
作
っ
た
人
が
わ
か
っ
て
い
る
の
は
安
心
で
き
る
。
数
も
班
の
人
数
分
。

･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･

［
正
答
は
な
い
。
子
ど
も
が
理
由
を
明
確
に
し
て
自
分
の
く
ら
し（
今
回
は
、
学
校
の
調
理
実
習
）に
合
っ
た
商
品
を
選

ん
だ
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
。］

じ
ゃ
が
い
も

・
必
要
な
個
数
（
量
）、
大
き
さ

・
産
地
（
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
の
距
離
・
輸
送
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

・
買
い
に
行
く
手
段

・
価
格

・
鮮
度

・
品
質
表
示
（
マ
ー
ク
）、
栽
培
方
法

な
ど
か
ら
数
項
目
書
け
て
い
る
と
良
い
。
記
載
順
や
書
け
て
い
る
項
目
数
に
こ
だ
わ
ら
な
い
。

子
ど
も
が
ど
の
よ
う
に
し
て
商
品
を
決
定
し
て
い
っ
た
の
か
が
記
録
で
き
て
い
る
こ
と
を
大
切
に
す
る
。

6
年
　
理
　
科

5・
6
年
　
家
庭
科

5・
6
年
　
家
庭
科

5・
6
年
　
家
庭
科

回
答
例

回
答
例

回
答
例

回
答
例

未
来
の
地
球
を
守
る
た
め
に

　
　
　

6
年
（
　
　
）
組
　
　
名
前

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

理
ｰ●⑧

◎
こ
れ
ま
で
調
べ
た
こ
と
を
交
流
し
て
、
気
付
い
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
書
こ
う
。

環
境
に
お
よ
ぼ
す
影
響

環
境
を
守
る
工
夫

空
気
・
水

（
例
）・
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
を

　
　
　
出
し
て
い
る
。

 ・
排
水
が
河
川
や
海
の
汚
染
に
つ
な
が
る
。

 ・
二
酸
化
炭
素
を
出
さ
な
い
自
動
車
が
開
発

　
さ
れ
て
い
る
。

 ・
微
生
物
を
使
っ
た
浄
水
の
し
く
み
を

　
取
り
入
れ
て
い
る
。

 ・
川
を
き
れ
い
に
す
る
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源

 ・
化
石
燃
料
な
ど
を
使
い
、
残
り
が
少
な
く

　
な
っ
て
い
る
。

 ・
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
が

　
行
わ
れ
て
い
る
。

 ・
火
力
発
電
以
外
の
発
電
を
増
や
そ
う
と

　
し
て
い
る
。

食
べ
物

 ・
食
料
自
給
率
が
低
い
。

 ・
輸
送
に
も
お
金
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
か
か
る
。

 ・
地
産
地
消
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

動
物
や
植
物

 ・
地
球
温
暖
化
で
生
態
系
が
変
わ
っ
て
き
た
。

 ・
森
林
伐
採
に
よ
り
、
動
植
物
が
減
っ
て
き
た
。

 ・
環
境
保
護
団
体
の
取
り
組
み
。

 ・
自
然
を
再
現
す
る
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

自
分
が

で
き
る
こ
と

 ・
S

D
G

s
の
中
で
、
目
標

7
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に
、
そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に
」
を
達
成
す
る

た
め
に
、私
は
、節
電
を
し
て
、電
気
を
大
切
に
使
う
よ
う
に
し
た
い
。
こ
ま
め
に
電
気
を
消
し
て
、

化
石
燃
料
の
消
費
量
を
少
な
く
す
る
。
こ
れ
は
、
目
標

13
の
「
気
象
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を
」

に
も
つ
な
が
る
。

 ・
地
域
の
川
の
清
掃
活
動
に
参
加
す
る
。
川
を
き
れ
い
に
し
て
、
そ
こ
に
住
む
動
物
や
植
物
を
守
り

た
い
。

 ・
ふ
だ
ん
か
ら
、

LE
D
な
ど
消
費
電
力
の
少
な
い
商
品
を
使
っ
た
り
、
エ
コ
バ
ッ
グ
な
ど
で
む
だ
を

な
く
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
未
来
の
環
境
を
守
り
た
い
。

 ・
話
し
合
っ
た
こ
と
を
家
族
に
も
伝
え
る
。
　
な
ど

ほ
う
れ
ん
そ
う
の
お
ひ
た
し

　
　
　（
　
　
）
年
（
　
　
）
組
　
　
名
前

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

家
ｰ●①

1.
　
ほ
う
れ
ん
そ
う
の
お
ひ
た
し
を
調
理
し
ま
し
ょ
う
。

す
る
こ
と

ポ
イ
ン
ト

●
ほ
う
れ
ん
そ
う
を
洗
う
。

　
➡
は
じ
め
は
流
水
で
根
も
と
ま
で
広
げ
て
洗
う
。

　
➡
次
に
た
め
た
水
の
中
で
、
ふ
り
洗
い
。

●
な
べ
に
湯
を
わ
か
す
（
水
の
量
は

2
ℓ
）。

　
➡
ど
う
す
れ
ば
、
早
く
ふ
っ
と
う
す
る
か
。

　
・
火
力

　
　
①

 火
力
を
最
大
に
す
る
。

　
　
②

 火
力
は
強
火
（
な
べ
の
底
く
ら
い
）
に
す
る
。

　
・
ふ
た

　
　
①

 ふ
た
を
し
て
ふ
っ
と
う
さ
せ
る
。

　
　
②

 ふ
た
を
開
け
て
ふ
っ
と
う
さ
せ
る
。

○
土
を
よ
く
落
と
す
。

○
た
め
水
だ
と
使
う
水
の
量
が
減
る
。

○
み
ん
な
で
い
っ
せ
い
に
点
火
し
て
か
か
る
時
間
の

　
ち
が
い
を
調
べ
る
。

①
 火
力
最
大
・
ふ
た
あ
り
（
　
　
　
）
分

②
 火
力
最
大
・
ふ
た
な
し
（
　
　
　
）
分

③
 火
力
強
火
・
ふ
た
あ
り
（
　
　
　
）
分

④
 火
力
強
火
・
ふ
た
な
し
（
　
　
　
）
分

●
ふ
っ
と
う
し
た
湯
に
根
も
と
か
ら
入
れ
る
。

　
➡
固
い
部
分
か
ら
ゆ
で
る
。

　
➡

2
～

3
分
間
ゆ
で
る
。（
色
が
あ
ざ
や
か
に
な
る
）

●
水
を
張
っ
た
ボ
ウ
ル
に
と
る
。

　
➡
ゆ
で
じ
る
は
、
ま
な
板
を
洗
う
の
に
使
う
。

○
先
に
入
れ
た
部
分
か
ら
ゆ
で
ら
れ
る
の
で
、

　
仕
上
が
り
時
に
は
ゆ
で
具
合
が
同
じ
に
な
る
。

○
ゆ
で
す
ぎ
る
と
色
が
悪
く
な
る
。

●
4
～

5c
m
に
切
る
。

　
➡
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
そ
ろ
え
る
。

●
器
に
も
っ
て
、か
つ
お
ぶ
し
と
し
ょ
う
ゆ
を
か
け
る
。

　
➡
同
じ
器
に
同
じ
よ
う
に
も
り
つ
け
る
。

○
根
は
、
く
き
と
の
境
目
で
切
る
よ
う
に
す
る
と
、

　
捨
て
る
部
分
が
少
な
く
な
る

●
後
片
付
け

　
➡
ゆ
で
汁
を
利
用
す
る
。

　
➡
油
よ
ご
れ
で
は
な
い
の
で
洗
ざ
い
は
少
し
で

　
　
よ
い
。

○
湯
を
使
う
と
汚
れ
を
落
と
し
や
す
く
な
る
。

2.
　
調
理
を
し
て
わ
か
っ
た
こ
と

※
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
に
か
か
わ
る
視
点

　
野
菜
の
洗
い
方
や
加
熱
の
仕
方
は
、
工
夫
に
よ
っ
て
水
や
ガ
ス
・
電
気
の
使
用
量
を

　
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
ふ
れ
る
よ
う
に
す
る
。

実 際 の 時 間 を 記 入

情
報
を
く
ら
べ
て
買
い
物
を
し
よ
う

　
　
　（
　
　
）
年
（
　
　
）
組
　
　
名
前

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

家
ｰ●②

1.
　
野
菜
を
買
う
と
き
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
す
か
。
野
菜
を
買
う
と
き
に
大
切
に
し
た
い
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

2.
　
宿
題
用
の
ノ
ー
ト
を
買
い
に

　
　
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
店
に
は
、
次
の

5
種
類
が

　
　
あ
り
ま
し
た
。

　
　
ど
の
ノ
ー
ト
を
買
い
ま
す
か
。

選
ん
だ
理
由

★
買
い
物
を
す
る
時
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

①
商
店
街
の
店
…
歩
い
て

5
分

・
10

m
m
方
眼

・
表
紙
：
動
物
写
真

・
60
ペ
ー
ジ

・
12

0
円

④
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
…
バ
ス
で

5
分

・
10

m
m
方
眼

・
表
紙
：
動
物
写
真

・
60
ペ
ー
ジ

・
98
円

⑤
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
…
バ
ス
で

5
分

・
10

m
m
方
眼

・
表
紙
：
気
に
入
っ
て
い
る

　
　
　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

・
60
ペ
ー
ジ

・
12

0
円

②
商
店
街
の
店
…
歩
い
て

5
分

・
10

m
m
方
眼

・
表
紙
：
動
物
写
真

・
60
ペ
ー
ジ

・
12

0
円

・
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
つ
き

③
商
店
街
の
店
…
歩
い
て

5
分

・
表
紙
：
イ
ラ
ス
ト

　
　
　（
写
真
な
し
）

・
1
さ
つ

60
ペ
ー
ジ

・
30

0
円（

3
さ
つ
）

※
3
さ
つ
と
も
同
じ
◎

※
こ
れ
ま
で
の
学
習
（
社
会
科
な
ど
）
や
自
身
の
経
験
、
家
庭
で
の
よ
う
す
を

　
思
い
出
し
て
書
く
よ
う
に
す
る
。

（
予
想
さ
れ
る
内
容
）

 ・
新
鮮
さ

 ・
価
格

 ・
産
地

 ・
生
産
者

 ・
表
示
（
マ
ー
ク
・

Q
R
コ
ー
ド
な
ど
、
生
産
に
か
か
わ
る
情
報
が
得
ら
れ
る
も
の
）

 ・
量

※
①
～
⑤
の
違
い
に
目
を
向
け
て
比
較
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
書
く
よ
う
に
す
る
。

　
　
ど
の
よ
う
な
買
い
方
を
選
ん
だ
か
を
書
き
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
も
説
明
し
ま
し
ょ
う
。



自
然
を
う
ま
く
利
用
し
よ
う

　
　
　（
　
　
）
年
（
　
　
）
組
　
　
名
前

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

家
ｰ●④

1.
　
冬
の
よ
く
晴
れ
た
昼
間
、
だ
れ
も
い
な
い
家
に
あ
な
た
は
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　
家
の
人
が
帰
っ
て
く
る
ま
で
、
あ
な
た
は
ど
う
や
っ
て
待
っ
て
い
ま
す
か
？

こ
れ
ま
で
に
学
習
し
た
こ
と
を
使
っ
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

2.
　
上
の
方
法
の
う
ち
、
電
気
や
ガ
ス
を
使
う
方
法
を
○
で
囲
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

3.
　
電
気
や
ガ
ス
を
あ
ま
り
使
わ
ず
に
、
あ
た
た
か
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

4.
　

 自
分
が
家
で
実
践
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
➡
暖だ
ん

房ぼ
う

や
冷れ
い

房ぼ
う

を
使
っ
て
い
い
よ
。
自
然
の
力
も
合
わ
せ
て
使
え
る
と
も
っ
と
い
い
ね
！

●
部
屋
の
温
度
を
上
げ
る

●
部
屋
の
温
度
を
保
つ

夏
で
も
、
電
気
や
ガ
ス
を

あ
ま
り
使
わ
ず
に
、
す
ず
し
く
過
ご
せ
る

工
夫
が
で
き
る
か
な
？

夏
は
、

気
温
が
高
く
な
る
し
、

日
差
し
も
強
い
ね
。

・
上
に
着
て
い
る
服
を
脱
が
な
い
で
お
く
。

・
日
が
当
た
る
窓
際
に
行
く
。

・
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
る
。

・
ゆ
か
だ
ん
ぼ
う
を
つ
け
る
。

･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･

［「
晴
れ
た
昼
間
」
を
意
識
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
良
い
。
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
に
く
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
教

室
の
日
当
た
り
の
よ
い
窓
ぎ
わ
を
思
い
出
さ
せ
る
。］

・
ゆ
か
だ
ん
ぼ
う
と
エ
ア
コ
ン
を
一
度
に
つ
け
て
、
早
く
部
屋
を
あ
た
た
め
て
、
あ
た
た
ま
っ
た
ら

　ど
ち
ら
か
を
切
る
。

・
晴
れ
て
い
た
ら
、
カ
ー
テ
ン
を
開
け
て
、
日
光
を
入
れ
て
部
屋
を
あ
た
た
め
る
。

･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･

［
自
分
の
家
の
よ
う
す
を
思
い
出
し
、
自
分
が
無
理
な
く
実
践
で
き
る
こ
と
を
書
け
る
よ
う
に
す
る
。］

・
カ
ー
テ
ン
も
開
け
て
日
光
を
と
り
入
れ
る
。

・
部
屋
が
あ
た
た
ま
っ
た
ら
厚
い
カ
ー
テ
ン
を

　閉
め
る
。

・
ド
ア
の
開
け
閉
め
を
減
ら
し
て
熱
が
に
げ
な
い

　よ
う
に
す
る
。

5・
6
年
　
家
庭
科

回
答
例


